
































A Study of  “Yotsuya Kaidan” Films : 






























































































































































































































































































































































































に留め打ちするくだりの後に、忠太郎が一人で道を行く 15 カットがつながる。この 15 のカッ
トで、忠太郎は、年格好では自分の母親にあたる老婆に孫が肩たたきをする様子に足を止め、
筵を敷いて三味線を弾く老婆に弾き銭を与え、子守りをする娘の傍らを通り過ぎる。それは、
37
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忠太郎にとっては、堅気として生きていたならば手に入れることができた情景であるが、渡世
人である忠太郎には、関わりを持てないものであり、そのため、忠太郎は道を歩き続ける他は
ないのである。
　この忠太郎の旅を点描的に描く 15 カットの最後で、忠太郎は、山の中の橋のたもとで、御
詠歌を歌いながら母親を訪ねて潮来までいくという幼い兄弟に出会う。忠太郎は、子どもたち
を潮来まで連れていくことにするが、折しも、因縁の飯岡一家の追手が、山道を追いついて来
るのがわかる。忠太郎は、子どもたちに「ご用を済ませて来るから、ここで御詠歌を歌ってい
ておくれ」と言い残し、飯岡一家の追手と対決に向かうのである。続く場面では、子どもたち
の歌う御詠歌が聞える中、忠太郎と飯岡一家の追手達との激しい斬り合いが描かれることにな
る。こうした激しい斬り合いと子どもたちの悠々とした御詠歌との対比的表現によって、この
場面で描き出されているのは、斬り合いによって人生を渡って行かなければならない、御詠歌
を歌う子どもたちとは別の世界に忠太郎が住んでいるという「状況」なのである。
　つまり、中川信夫の『番場の忠太郎』の場合、忠太郎がどれだけ母に恋い焦がれているかと
いうことを、忠太郎の行動に焦点を当てて描くのではなく、すでに実の母親とは同じ世界に属
していない、修羅の道にしか居場所がない忠太郎の「状況」を描くことで、忠太郎の瞼の母へ
の想念の旅が「気配」として浮かび上がってくるのである。
　このように比較してみると、加藤泰の場合は登場人物の具体的な行動を通して、その人物の
感情を描く、いわば抒情的な表現方法であり、中川信夫の場合は、カメラが決して登場人物の
内面に同化することがない、客観的な表現方法であるととらえることができる。こうした、登
場人物に眼を向け、「情」を描き出す作劇の方法について、加藤泰は次のように述べている。
「およそ〈政治〉というものは主知的な産物で情の入り込む余地はなく、劇映画はどうし
ても主情的な産物で主知的な要素は作家のテーマにはあってもその展開はやっぱり主情的
でないとパチッとはいきにくいものである。」29
　それでは、加藤泰の描く「情」とはどのようなものであるのか、次節では、『怪談　お岩の
亡霊』で描かれている「情」について考察していこう。
４．『怪談　お岩の亡霊』に描かれる「情」
　前節末で引用したように、加藤泰は、劇映画を作劇する方法として、理性や知性よりも感情
や情緒を重要視する、「主情的」な表現を土台としている。こうした主情性の表現は、『瞼の
母』での忠太郎がおむらに手を重ねられて書き置きを書く描写、忠太郎が去ったあとの畳の
温もりに実母おはまが手を触れる描写といったように、登場人物が日常の中で取る行動を通
して、その感情の高まりを描いていく。
　それでは、『怪談　お岩の亡霊』においては、こうした加藤泰の作劇方法の特徴ともいうべき、
登場人物の行動を通した「情」の描写は、どのようになされているのだろうか。この点を考え
るために、まず、加藤泰が劇映画を作劇するにあたって重要視していたものは何かという点を
踏まえておこう。加藤泰は、どのようなジャンルの映画を構想する場合にも、その世界の中で
生きる二人の人間、すなわち男と女の関係から着想したと語っている。
「二人の人間、それは男と女です。僕は、自分がどんな映画が作れるのか、いや作ろうと
するのかを、語り、僕のテーマは何かを考え初
ママ
めた時から、どんな大チャンバラ映画、大
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活劇映画、大ヤクザ映画の仕事にぶつかっても、そこに、僕の二人の人間を見つけ出し、
その二人を見続ける作業に執着して来たと言へる様です。」30
　つまり、加藤泰の作品においては、二人の人間が作劇の中心となっていることがわかる。こ
の加藤泰の作劇の方法を、『怪談　お岩の亡霊』にあてはめてみると、この作品の中で中心的
に描かれる「男と女」とは、「伊右衛門とお岩」であると考えられる。言うまでもなく、この映
画作品には、「伊右衛門とお梅」、「直助とお袖」、「与茂七とお袖」といった、何組もの「男と女」
が登場するが、この中で、加藤泰が、最も人物設定を重要視していたのが民谷伊右衛門である
ことは、第一節で考察した通りである。また、お梅にとって伊右衛門は恋い焦れる相手であっ
たが、伊右衛門にとってのお梅は、結婚すれば出世への道が開ける相手であった。この作品の
中で、この二人が対峙する場面は、中盤のお岩の死後に祝言を挙げるくだりにしか見られない。
このように考えてみると、加藤泰の『怪談　お岩の亡霊』においては、二人の人間、すなわち
伊右衛門とお岩との関係からドラマが生み出されていることがわかる。
　それでは、この二人の人間を通して、描き出されているものは何か。この点について考える
ために、この『怪談　お岩の亡霊』において、加藤泰が原典には描かれていない描写を付け加
えている点に着目してみよう。
　『怪談　お岩の亡霊』においては、主人公である民谷伊右衛門は、御家人である自らの家格
「三十俵二人扶持」から抜け出し、出世することを強く懇願している。しかし、幕藩体制の中
でそれを実現していくためには、「御支配頭に賄賂を摑ませ、御役を拾う」31ことしかないので
ある。そのため、伊右衛門の心中には「金が欲しい」という一念が渦巻いている。
　ある夜、隣家の豪商伊勢屋から娘お梅をもらって欲しいと持ちかけられた伊右衛門は、自宅
に戻っても一向に心が落ち着かない。「金が欲しい」という焦りと、伊勢屋の「金で済む御相
談なら何の様にも」という甘言と、同輩の秋山長兵衛の「こんな生活では、御目見え以上の出
世も無理ですねえ」という言葉が脳裏に響きわたり、「胸は怪しく頭は割れる様に騒いで堪難
くなる」32のである。
　こうした伊右衛門の葛藤に続き、この場面では、伊右衛門のお岩への凄まじい暴力が繰り広
げられることになる。伊右衛門は、しばしの葛藤の後、弾かれたように、お岩に金を出せと迫
る。「臍繰った不時の蓄え」を探し、座敷中を乱暴に破壊しながら、お岩を打ち、金がなけれ
ば質草をと荒らし回っていくのである。その果てに、伊右衛門は座敷に吊ってある蚊帳を持ち
出そうとする。ここでは、原典にも描かれる「伊右衛門が蚊帳をひったくり、お岩が生爪をは
がす場面」が描かれるのだが、加藤泰の演出は、原典とは異なったものとなっている。参考ま
でに、この場面は原典では、次のように書かれている。
（蚊帳にすがりつくお岩に対して）
伊右　蚊がくはゞ親のやくめ、おつてやれ。さ、はなせ―、エヽはなしやアがれよ○。
ト手あらくひつたくる。お岩、是にひかれ、たぢ―として、蚊やをはなすとて、
ゆびのつめ、かやにのこり、手さきはち〔血〕に成、どふとたおるゝ33。
（―は原典では踊り字で表記）
　このように、原典では、伊右衛門が、お岩の手から蚊帳を乱暴にひったくるという行為が描
かれるのだが、加藤泰の演出においては、伊右衛門がお岩に対しての嗜虐性を強めたものとなっ
ている 34。この場面では、蚊帳をひったくろうとする伊右衛門に対し、お岩は蚊帳を強く握り、
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引きずられても手を離そうとしない。そうしたお岩を伊右衛門は足蹴にし、蚊帳を奪い取ろう
とする。それでもお岩は手を離さない。この次のカットは、伊右衛門の膝あたりをとらえたロー
ポジションのカットであるが、この画面の中に、蚊帳を手繰り寄せようとするお岩の手がフレー
ムインしてくる。カメラは、蚊帳を手繰りながら伊右衛門の胸のあたりまで這いあがって来るお
岩の顔を追うように動き、お岩の顔と、それを覗き込む伊右衛門の顔とが画面の中で近付く。こ
の一連の動きの中で、伊右衛門は、お岩に「ようし、岩、離すな。どんなことがあっても離すん
じゃねえぞ。」と囁き、次の瞬間、お岩の手から、ありったけの力で蚊帳をひったくってしまう
のである。その時、蚊帳にはお岩の手から剥がれた生爪が残り、伊右衛門は蚊帳を肩に担いで
家を飛び出してしまう。このように、加藤泰の演出においては、蚊帳をめぐる伊右衛門とお岩と
のやり取りを通して、伊右衛門の嗜虐性や暴力性が噴出するのである。
　さらに、加藤泰は、この描写の後に、原典にはないもう一つの場面を作り出している。それ
は、伊右衛門が蚊帳を奪って家を飛び出して行った翌日、伊右衛門がお岩に傷薬を渡すという
描写である。この場面の前では、隣家伊勢屋から、血の道の妙薬と偽った毒薬がお岩に届けら
れているのだが、伊右衛門はそれが毒であることはまだ知らない。お岩は、傷を負った左手を
かばいつつ、伊右衛門の肩に縫い上げたばかりの夏羽織をかけ、伊勢屋に薬のお礼に行ってく
れるよう頼む。この時、伊右衛門はお岩に、傷が痛むかと声をかけ、お岩は伊右衛門の背中に
背後からしがみつく。このカットは、伊右衛門とその背後のお岩を正面からとらえたバスト
ショットである。伊右衛門は、ため息をつき、袖から貝殻詰めの傷薬を出し、お岩に「付けろ」
と言う。続くカットは、伊右衛門の手から傷薬を受け取るお岩の手のクローズアップである。
つまり、このくだりにおいては、手から手へ傷薬が手渡されるカットがクローズアップで強調
されているのである。
　ここで、加藤泰の特徴的な作劇方法に、「果実の受け渡し」があることを踏まえておこう。
例えば、『沓掛時次郎　遊侠一匹』（東映、1966 年）においては、博徒の旅鴉、沓掛時次郎が、
渡し船の中で柿を手渡される描写がある。柿をふるまうのは、時次郎と初対面の六ツ田の三蔵
の女房おきぬである。この描写は長谷川伸の原作『沓掛時次郎』（1928 年）にはないものだが、
この柿の受け渡しから始まる出会いが、後の悲劇を生むきっかけとして描かれる。なぜなら、
時次郎はその後、一宿一飯の義理のために六ツ田の三蔵を斬り、夫を殺した仇敵でありながら、
残されたおきぬ母子との旅を始めることになるからである。こうした、映画『沓掛時次郎』に
見られるような「果実の受け渡し」の演出について、鈴村たけしは次のように述べている。
「加藤泰という監督は、男と女の心のふれあい、愛情の機微を描くのに季節の果実を好ん
で用いた。事実、私たちは前作の『明治侠客伝　三代目襲名』（1965）の桃を始めとし、
この作品に加え、『緋牡丹博徒　お竜参上』（1969）での雪の今戸橋の蜜柑などにその実例
を観ることができる。いくらひたむきに生きても社会の枠から弾きだされてしまった男と
女の思いが、その果実に込められているようで切ない。」35　
　つまり、加藤泰の作品においては、男と女の間で、手から手に何かが渡る時、そこには、そ
の何かを介して、およそその瞬間にしか生まれ得ない情動が、男と女との間に通うのである。
この点を踏まえると、『怪談　お岩の亡霊』において、この瞬間は、伊右衛門の手からお岩の
手へ傷薬が手渡されるクローズアップにおいてやって来るのである。しかし、ここで伊右衛門
とお岩の間に通う「情」は、夫婦が互いに相手を思いやるといった牧歌的なものではない。な
ぜなら、この傷薬は、お岩への暴力の結果として、この二人の間にやって来るものだからであ
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る。伊右衛門にとっては、衝動的に破壊しようとした貧窮した御家人としての生活を、それで
も修復していこうとする糸口なのであり、お岩にとっては、その傷薬はただ一つの信じられる
ものなのである。
５．『怪談　お岩の亡霊』の怪談性
　以上のように考えてみると、加藤泰の『怪談　お岩の亡霊』の中で描かれている男と女の関
係、すなわち伊右衛門とお岩との関係は、伊右衛門の暴力に起因する傷薬の受け渡しを通して
描かれていたことがわかる。この時、二人の間で生み出されるのは、この受け渡しが、状況を
変えてくれるかもしれないという微かな願いともいうべき情緒である。ここで、二人をがんじ
がらめにしているのは、這い出ようとしても決してそこから抜け出すことのできない、「武士」
であることと「庶民」であらざるを得ないこととに分裂した不安定な「御家人」の状況であ
る 36。
　この作品の結末部分では、お岩の亡霊に追いつめられ、本所蛇山の庵室に身を寄せている伊
右衛門が、百万遍の祈祷の最中に夢を見る場面がある。その夢は、伊右衛門が見ているものでも
あり、亡霊となったお岩が伊右衛門に見せているものでもある。そこでは、伊右衛門は、「千石
の役料の附いた御目見得格の御大身」になっている。そして、「天女の様な賤女」となっている
お岩と出逢うのである 37。この夢は、お岩が天女のような顔つきから、亡霊の顔つきへと変わる
所で終わるが、これは、伊右衛門とお岩が共有していた夢であると考えられる。加藤泰が、こう
した伊右衛門の見る、そしてお岩の見せる夢を、「千石の役料の附いた御目見得格の御大身」と
いう具体的な身分として設定していることに着目しておきたい。つまり、ここで伊右衛門が見る
夢は、絵空事の世界ではなく、あくまでも「御家人」が思い描く、現実的な理想像なのである。
　しかし、伊右衛門が「御家人」として、理想に近づく手立てを探そうともがけばもがくほど、
伊右衛門を取り巻く状況は歪み、いびつさを増し続け、ついには破局に向かっていくことにな
る。なぜなら、伊右衛門がお岩を殺すという考えを思いとどまり、お岩と傷薬の受け渡しを行
なっている時には、すでに隣家伊勢屋から、お岩を亡き者にするべく毒薬が届けられているか
らである。
　ここで、加藤泰の『怪談　お岩の亡霊』が、鶴屋南北の『東海道四谷怪談』を映画化したも
のであり、ジャンルとしては「怪談映画」であることに着目しておこう。この作品の台本の冒
頭には、制作意図として、「江戸文学の傑作、怪談の古典、四谷怪談を原作に得て、戦慄、怪
奇の内に人間の哀歓と慕情を描きつくしたい。」38という一文が掲載されている。また、加藤
泰自身も、この作品の制作について、「怪談映画を拵へ、それが恐く無かった日にはナンセンス
であり、製作当事者にとっては、それこそゾッとする事態に直面しなければならない。」39と述べ
ている。つまり、この作品における加藤泰の表現意図としては、男と女から生まれてくるドラ
マを「怪談」として成立させることが重要だったのである。
　それでは、この『怪談　お岩の亡霊』の「怪談映画」としての「恐さ」はどのような点にと
らえることができるのか。本稿でこれまで考察してきたように、この作品においては、加藤泰
は、伊右衛門が「御家人」であることが必要条件であると考えていた。つまり、「御家人」が
貧窮した生活から脱して、「千石役料の御目見得格」になろうともがくことから生まれる日常
の歪みやいびつさが、この作品の「恐ろしさ」だと考えられるのである。それでは、こうした
41
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付記：本稿で参照及び引用した『怪談　お岩の亡霊』（仮題『四谷怪談』）の脚本は、早稲田大学演劇博物館所蔵
の台本現物である。
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